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明
治
初
年
代
に
お
け
る
天
皇
と
神
宮

中

西

正

幸

明
治
天
皇
の
神
宮
参
拝

１
、
初
め
て
の
伊
勢
行
幸

　

幕
末
の
激
動
化
す
る
世
相
を
背
景
と
し
て
、
孝
明
天
皇
に
は
強
い

攘
夷
の
気
持
ち
を
も
っ
て
お
ら
れ
た
。
文
久
三
年
八
月
に
伊
勢
行
幸

を
企
図
し
、
十
三
日
に
神
宮
御
参
拝
が
勅
旨
を
も
っ
て
公
布
さ
れ
た
。

神
武
天
皇
陵
・
春
日
神
社
に
詣
で
て
攘
夷
を
祈
り
、
後
に
伊
勢
に
赴

い
て
神
宮
に
拝
謁
し
た
い
と
の
宿
願
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
攘
夷
派
は
攘
夷
か
ら
討
幕
へ
と
策
謀
し
、
公
武
合
体
派
は

こ
れ
を
抑
止
し
よ
う
と
内
勅
を
賜
わ
り
、
攘
夷
派
を
宮
中
か
ら
排
斥

す
る
た
め
、
十
八
日
夜
に
宜
秋
門
以
下
の
九
門
か
ら
締
め
出
し
た
。

こ
れ
が
「
禁
門
の
変
」
と
呼
ば
れ
る
政
変
で
あ
り
、
三
条
実
美
以
下

の
七
卿
が
都
落
ち
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
政
変
に
伴
っ
て
伊
勢
行
幸

も
沙
汰
止
み
と
な
っ
た
が
、
天
皇
の
叡
慮
に
神
宮
御
参
拝
の
こ
と
が

残
り
続
け
た
。
こ
の
た
め
に
明
治
の
大
御
代
と
な
る
や
、
ま
ず
伊
勢

へ
の
思
召
に
も
拘
ら
ず
、
容
易
な
こ
と
で
は
実
現
し
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

　

そ
し
て
十
月
、
明
治
天
皇
は
江
戸
城
西
丸
に
御
着
輦
、
こ
こ
を
皇

居
と
定
め
ら
れ
た
。
十
七
日
に
百
官
に
対
し
て
「
皇
国
一
体
、
東
西

同
視
、
朕
今
幸
二

東
府
一、
親
聴
二

内
外
之
政
一

」
と
詔
書
を
賜
わ
り
、

政
務
に
精
励
さ
れ
た
。
既
に
三
月
の
大
阪
御
親
征
に
際
し
て
男
山
八

幡
宮
、
八
月
に
賀
茂
下
上
社
・
坐
摩
神
社
・
住
吉
神
社
に
そ
れ
ぞ
れ

参
拝
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
び
は
即
位
後
は
じ
め
て
の
御
東
幸
と
い

う
こ
と
で
、
九
月
に
天
智
天
皇
陵
を
拝
礼
さ
れ
た
が
、
伊
勢
行
幸
の

宿
願
は
果
た
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
関
宿
か
ら
の
神
宮
御
遥
拝
に
止
め
、

熱
田
神
宮
参
拝
を
済
ま
せ
て
東
京
へ
向
わ
れ
て
い
る
。

　

明
治
元
年
十
月
に
は
埼
玉
県
の
氷
川
神
社
を
勅
祭
社
と
さ
だ
め
て
、

大
宮
に
行
幸
さ
れ
た
。
し
か
し
天
照
大
御
神
を
ま
つ
る
伊
勢
の
大
御

前
に
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
八
月
の
宿
願
を
果
た
し
つ
つ
、
親
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し
く
東
国
平
定
の
事
情
を
奉
告
す
る
こ
と
が
緊
要
事
で
あ
っ
た
。
加

え
て
先
帝
御
忌
の
た
め
京
都
に
還
る
必
要
が
あ
り
、
十
一
月
二
十
七

日
に
西
京
還
幸
が
仰
下
さ
れ
た
。
こ
の
行
幸
に
は
当
初
、
軍
艦
に
て

海
路
を
た
ど
っ
て
伊
勢
湾
に
い
た
り
、
皇
祖
神
の
大
御
前
に
奉
告
な

さ
る
思
召
で
あ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
御
召
艦
が
と
と
の
わ
ず
、
御
忌

に
間
に
合
い
か
ね
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
容
易
に
実
現
し
が
た
い
伊
勢

行
幸
で
あ
る
た
め
、
神
宮
に
は
内
大
臣
・
広
幡
忠
礼
を
勅
使
と
し
て

参
向
せ
し
め
、
来
春
ま
で
延
期
す
る
由
を
奉
告
せ
し
め
た
。
よ
う
や

く
十
二
月
八
日
に
東
京
を
発
輦
、
東
海
道
の
諸
駅
を
へ
て
二
十
二
日

に
京
都
御
所
に
お
着
き
あ
そ
ば
し
た
。

　

二
年
正
月
、
天
皇
に
は
春
ま
で
に
東
京
再
幸
の
趣
を
達
示
さ
れ
た
。

道
す
が
ら
伊
勢
へ
の
御
参
拝
を
遂
げ
る
た
め
、
次
の
よ
う
に
布
達
さ

れ
た
。今

般
、
御
東
幸
御
道
筋
陸
路
、
東
海
道
御
治
定
被
二

仰
出
一

候
事
、

　
　

�

但
、
関
宿
よ
り
伊
勢
路
に
御
廻
り
、
神
宮
御
参
拝
被
レ

為
レ

遊
候
事
、

　
　
　
　
　
　

二
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

政

官

　

次
い
で
伊
勢
路
へ
の
府
藩
県
に
対
し
て
、
道
筋
に
鎮
座
す
る
式
内

社
に
奉
幣
す
る
よ
う
沙
汰
し
、
神
祇
官
副
知
事
・
亀
井
茲
監
、
同
判

事
・
福
羽
美
静
な
ど
を
実
地
調
査
に
向
わ
せ
た
。

　

神
宮
史
上
、
ま
っ
た
く
前
例
の
な
い
空
前
の
盛
儀
と
し
て
、
御
巫

清
直
の
考
証
も
あ
る
が
、
神
宮
御
参
拝
の
新
例
を
開
か
れ
た
も
の
と

い
え
よ
う
（
（
（

。
当
度
に
関
し
て
は
「
御
参
拝
」
と
表
現
す
る
に
止
ま
る

が
、『
登
極
令
』（
明
治
四
十
二
年
制
定
）
に
天
皇
が
即
位
後
、
初
め
て

伊
勢
に
御
参
拝
さ
れ
る
こ
と
を
「
神
宮
御
親
謁
」
と
規
定
し
、
大
正

天
皇
の
お
参
り
が
初
例
と
な
っ
た
。

　

ま
た
朝
廷
に
お
か
せ
ら
れ
て
は
、
中
世
以
来
廃
絶
し
て
い
る
祈
年

祭
を
再
興
。
神
宮
に
は
幣
使
・
青
山
少
祐
が
差
遣
さ
れ
、
三
月
三
日

に
そ
の
事
由
が
奉
告
さ
れ
た
。
ま
た
神
宮
に
あ
っ
て
は
、「
御
東
幸

途
中
無
二

風
雨
難
一、
玉
体
安
穏
之
御
祈
」
の
た
め
、
一
七
箇
日
に
わ

た
る
連
日
祈
祷
が
捧
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
日
を
も
っ
て
終
了
し
て

い
た
。
四
日
に
は
度
会
知
府
事
・
橋
本
実
梁
が
宮
中
を
検
分
し
、
藤

波
祭
主
及
び
禰
宜
が
瑞
垣
御
門
内
を
内
見
し
、
御
浜
床
の
置
き
方
に

つ
い
て
、
祭
主
か
ら
色
々
と
指
図
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
行
在
所

と
な
っ
た
文
殿
、
諸
員
詰
所
に
充
て
ら
れ
た
禰
宜
斎
館
で
は
、
増
改

築
の
工
事
が
進
め
ら
れ
、
調
度
品
も
次
々
と
運
び
こ
ま
れ
た
。
他
方
、

度
会
府
が
管
轄
す
る
宇
治
・
山
田
の
地
元
で
は
、
町
名
・
家
名
の
表

示
や
屋
根
瓦
の
処
理
、
延
い
て
は
仏
画
・
仏
具
の
商
売
、
小
道
の
塀

隠
し
、
参
道
や
門
前
の
常
夜
燈
に
い
た
る
ま
で
事
細
か
に
布
令
し
、

奉
送
迎
を
ひ
か
え
て
万
全
を
期
し
て
い
た
。

　

七
日
朝
、
天
皇
は
葱
花
輦
に
召
し
て
公
卿
・
諸
侯
・
官
員
な
ど
大

勢
が
見
送
る
な
か
、
建
礼
門
よ
り
お
発
ち
に
な
っ
た
。
草
津
・
水

口
・
関
か
ら
伊
勢
街
道
に
は
い
り
、
松
阪
に
い
た
る
。
十
一
日
に
伊

勢
宮
川
に
架
け
ら
れ
た
仮
板
橋
を
わ
た
り
、
東
河
原
の
祓
所
に
着
御
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さ
れ
た
。
仮
屋
に
て
修
祓
の
た
め
、
大
宮
司
・
大
中
臣
教
長
よ
り
榊

を
官
人
を
介
し
て
、
陛
下
に
お
進
め
し
た
。
地
域
住
民
は
通
路
の
両

側
に
荒
菰
を
し
き
、
そ
の
上
に
端
座
平
伏
し
て
奉
迎
し
た
と
い
う
。

そ
の
夜
は
外
宮
文
殿
を
行
在
所
と
し
て
御
一
宿
、
公
卿
方
は
禰
宜
斎

館
に
や
ど
り
、
内
侍
所
は
宮
崎
文
庫
に
入
御
な
さ
っ
た
。

２
、
次
第

　

十
二
日
辰
刻
に
外
宮
、
未
刻
に
内
宮
に
お
い
て
一
禰
宜
以
下
が
正

殿
に
大
御
饌
供
進
・
奉
幣
を
奉
仕
し
、
別
宮
で
は
奉
幣
の
み
で
あ
っ

た
。
孫
福
弘
孚
著
『
櫟
楽
記
』
巻
六
に
、
内
宮
例
で
あ
る
が
由
貴
大

御
饌
お
よ
び
奉
幣
に
準
じ
た
次
第
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
叙
述
さ

れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
禰
宜
以
下
が
参
進
し
て
修
祓
を
す
ま
せ
、
三
色
物

忌
父
が
御
饌
を
捧
げ
て
内
院
に
す
す
む
。
一
禰
宜
・
物
忌
父
が
正
殿

の
御
下
に
は
い
り
、
御
饌
・
神
酒
を
奉
奠
す
る
。
続
い
て
階
下
の
男

柱
前
に
お
い
て
一
禰
宜
が
告
刀
を
奏
上
、
諸
員
が
八
度
拝
を
行
な
う
。

二
献
・
三
献
が
あ
り
、
御
饌
を
撤
下
し
て
西
御
門
よ
り
退
下
。
そ
の

後
、
未
明
か
ら
正
殿
の
御
鑰
を
大
物
忌
が
解
き
、
禰
宜
が
幣
物
を
奉

納
し
、
御
扉
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
陛
下
の
御
参
拝
を
ま
っ
た
。
ま
た

同
日
中
に
荒
祭
宮
・
瀧
祭
神
・
風
日
祈
宮
へ
の
御
代
拝
・
玉
串
奉
奠

が
行
な
わ
れ
た
。
幣
物
は
両
正
宮
に
各
黄
金
二
枚
・
白
絹
十
匹
・
真

綿
十
把
、
諸
別
宮
に
は
金
五
両
が
奉
納
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

い
よ
い
よ
外
宮
の
御
参
拝
が
辰
刻
（
午
前
八
時
）、
畏
く
も
陛
下
に
は

立
纓
御
冠
に
黄
櫨
染
御
袍
を
召
さ
れ
、
葱
花
輦
を
お
召
し
に
な
っ
て

出
御
、
第
二
鳥
居
に
お
い
て
修
祓
を
す
ま
せ
、
禰
宜
が
供
奉
し
て
御

垣
内
に
進
ま
れ
た
。
玉
垣
御
門
内
に
て
御
祓
を
う
け
、
瑞
垣
御
門
内

の
軒
下
に
設
け
た
御
浜
床
に
つ
き
、
御
玉
串
を
奉
っ
て
御
拝
礼
を
終

え
ら
れ
た
。
正
殿
の
御
扉
は
子
良
の
手
附
が
あ
り
、
禰
宜
に
よ
っ
て

開
か
れ
て
お
り
、
次
第
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〇　

�

次
到
二

第
四
御
門
御
下
輦
一、
禰
宜
等
於
二

中
之
重
一

平
伏
而
止
、

次
宸
儀
御
歩
、

次
経
二

玉
串
御
門
一、
於
二

蕃
垣
御
門
一、
献
二

木
綿
鬘
一、

　

�

但
御
手
水
神
祇
官
副
知
事
亀
井
中
将
取
レ
之
、
議
定
中
山
儀
同
へ
渡
し
、
同
人
勤
レ
之
、
入
二

御
瑞
垣
御
門
一、

次
著
二

御
浜
床
一、

次
玉
串
奉
納
宮
司
捧
二
太
玉
串
一
献
二
神
祇
官
一、
神
祇
官
献
一
之　

宸
儀
、
令
レ
執
給
直
賜
二
祭
主
一、
祭

主
奉
レ
受
授
二
一
禰
宜
一、
一
禰
宜
奉
レ
備

次
御
拝
、

次
還
御
、
到
二
第
四
御
門
外
一
乗
御
、

〇　

次�

経
二

玉
串
御
門
献
二

木
綿
鬘
一、
供
二

御
手
水
一

蕃
垣
御
門
一、
入
二

御
瑞
垣
御

門
一、

次
著
二

御　

御
浜
床
一、

次�

太
玉
串
御
奉
納
宮
司
捧
二
太
玉
串
一
献
二
神
祇
官
一
、
神
祇
官
献
レ
之　

宸
儀
、
令
レ
執
給
直
賜
二

祭
主
一、
祭
主
奉
レ
受
授
二
一
禰
宜
一、
一
禰
宜
奉
レ
備
大
床
案
上
退
、
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次
御
拝
、

次�

還
御
、
到
二

冠
木
鳥
居
外
一、
乗
二

御　

鳳
輦
一、
禰
宜
先
陣
供
奉

到
二

二
鳥
居
一

止
（
（
（

、

〇　

�　

次
瑞
垣
御
門
ノ
内
ノ
軒
下
ニ
設
ア
ル
浜
床
ニ
着
御
。
時
ニ
宮

司
案
上
ニ
設
ア
ル
処
ノ
太
玉
串
ヲ
捧
持
、
進
出
テ
神
祇
官
ニ
献

ズ
。
神
祇
官
取
レ

之
奉
二　

主
上
一、
時
ニ
祭
主
進
出
ル
。
主
上
ヨ

リ
太
玉
串
ヲ
祭
主
ニ
賜
フ
。
時
ニ
一
禰
宜
代
・
二
禰
宜
進
出
テ
、

祭
主
ノ
手
ヨ
リ
太
玉
串
ヲ
受
テ
、
大
床
ノ
中
央
ニ
設
ア
ル
案
上

ニ
備
奉
リ
テ
退
下
。
御
階
男
柱
ノ
東
ノ
方
ニ
テ
、　

主
上
ニ
向

ヒ
奉
リ
テ
平
伏
シ
テ
本
座
ニ
復
ス
。
次　

主
上
御
拝
、
御
手
ア

リ
。
畢
テ
玉
串
御
門
ヲ
出
御
（
（
（

。

　

つ
ま
り
陛
下
は
玉
串
御
門
下
に
て
御
手
水
を
す
ま
せ
、
瑞
垣
御
門

内
の
軒
下
に
設
け
た
御
浜
床
に
お
進
み
に
な
る
。
時
に
宮
司
が
太
玉

串
を
捧
げ
て
神
祇
官
に
す
す
め
、
官
人
よ
り
陛
下
に
太
玉
串
を
奉
る
。

再
び
祭
主
が
太
玉
串
を
お
受
け
し
て
禰
宜
に
渡
し
て
奉
奠
、
陛
下
の

御
拝
・
御
手
が
あ
っ
た
。
御
参
拝
の
あ
と
、
行
在
所
に
還
り
昼
食
を

聞
召
さ
れ
、
再
び
御
装
束
を
つ
け
て
内
宮
に
向
わ
せ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。

　

前
陣
・
後
陣
に
固
め
ら
れ
た
御
列
が
、
お
ご
そ
か
に
宇
治
橋
を
渡

り
ゆ
く
壮
麗
な
あ
り
さ
ま
が
、
極
彩
色
の
「
明
治
二
年
伊
勢
行
幸
絵

巻
」
や
浮
世
絵
「
伊
勢
名
勝
宇
治
橋
図
」
に
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

前
者
は
西
鳥
居
か
ら
行
列
が
す
す
む
が
、
葱
花
輦
の
屋
根
が
わ
ず
か

伊勢名勝宇治橋図
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易
な
こ
と
で
な
く
、
こ
の
た
び
は
遷
都
に
と
も
な
う
前
代
未
聞
の
御

動
座
で
あ
り
、
御
東
行
の
途
次
、
伊
勢
路
に
赴
か
れ
た
一
景
が
描
写

さ
れ
た
貴
重
な
浮
世
絵
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

内
宮
で
は
未
刻
（
午
後
二
時
）、
陛
下
が
ふ
た
た
び
葱
花
輦
を
召
さ

れ
て
、
第
二
鳥
居
で
祓
い
き
よ
め
、
禰
宜
先
駆
し
て
板
垣
御
門
の
石

階
下
に
進
ま
れ
た
。
同
御
門
よ
り
内
玉
御
門
ま
で
道
敷
き
の
筵
を
踏

み
し
め
、
内
玉
垣
御
門
か
ら
御
沓
に
は
き
替
え
、
所
役
が
手
水
を
奉

仕
し
木
綿
鬘
を
つ
け
て
、
い
よ
い
よ
瑞
垣
御
門
の
軒
下
に
設
け
ら
れ

た
御
浜
床
に
進
御
し
、
御
参
拝
あ
ら
せ
ら
れ
た
。
宮
司
の
進
め
る
大

玉
串
を
神
祇
官
員
が
仲
介
し
、
陛
下
が
お
執
り
に
な
っ
て
祭
主
に
賜

わ
り
、
一
禰
宜
が
正
殿
大
床
の
案
上
に
奉
奠
し
て
、
御
拝
礼
・
拍
手

を
遂
げ
ら
れ
た
。

　

明
治
聖
徳
記
念
絵
画
館
に
は
、
明
治
天
皇
の
御
治
世
を
た
ど
る
絵

画
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
十
九
番
に
「
神
宮
親
謁
」
と
題
し
て
、
内
宮

御
垣
内
を
粛
々
と
進
御
な
さ
る
英
姿
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。（
図

版
参
照
）
文
殿
に
御
宿
泊
の
上
、
翌
十
三
日
に
宇
治
を
発
輦
と
な
り

津
・
四
日
市
・
桑
名
を
へ
て
、
東
都
に
向
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う

し
て
明
治
維
新
の
鴻
業
を
成
就
さ
れ
た
天
皇
が
、
皇
祖
と
仰
ぎ
ま
つ

る
天
照
大
御
神
に
親
し
く
奉
告
さ
れ
た
。
ま
た
使
用
さ
れ
た
御
仮

殿
・
御
座
所
・
御
翠
簾
・
御
湯
殿
・
御
厠
・
御
厨
・
調
度
品
に
い
た

る
ま
で
、
す
べ
て
禰
宜
に
下
賜
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
状
況
を

み
て
い
た
久
保
田
俊
詮
が
、
次
の
よ
う
に
書
き
と
め
て
い
る
。

に
垣
間
見
さ
れ
る
ば
か
り
で
、
雲
形
で
隠
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

後
者
は
き
わ
め
て
写
実
的
で
宇
治
橋
全
体
を
視
野
に
お
さ
め
、
遠
景

の
正
殿
が
わ
ず
か
に
望
ま
れ
る
。
と
り
わ
け
眼
を
ひ
く
の
は
橋
上
を

内
侍
所
・
剣
璽
の
御
羽
車
二
台
と
、
そ
れ
に
続
い
て
天
皇
の
お
召
し

に
な
る
葱
華
輦
が
、
粛
々
と
進
み
ゆ
く
情
景
で
あ
る
。（
図
版
参
照
）

　

荒
木
田
氏
命
の
『
明
治
天
皇
神
宮
御
参
拝
行
事
略
記
』
に
よ
れ
ば

「
午
下
刻
、
内
宮
文
殿
へ
着
御
、
内
侍
所
御
羽
車
ハ
藤
波
一
禰
宜
氏

朝
へ
入
御
。
前
駆
ノ
両
権
禰
宜
、
猶
又
門
前
ニ
薗
田
守
拙
・
中
川
経

界
等
奉
二

迎
入
一

」
と
記
さ
れ
、
鄭
重
な
お
取
扱
い
の
ほ
ど
が
察
せ
ら

れ
る
。
陛
下
に
は
第
一
鳥
居
内
に
て
、
葱
花
輦
か
ら
御
板
輿
に
乗
り

か
え
て
内
宮
文
殿
に
着
御
。
内
侍
所
は
権
禰
宜
が
護
衛
し
て
、
藤
波

氏
朝
の
邸
内
に
入
御
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
内
侍
所
の
御
動
座
と
は
容神宮親謁　（明治聖徳絵画館所蔵）
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天
君
様
、
三
月
七
日
京
都
御
立
。
十
日
松
阪
、
十
一
日
九
半
時

山
田
表
へ
御
着
座
。
十
二
日
朝
、
外
宮
御
神
拝
。
四
ッ
時
内
宮

へ
御
立
。
昼
後
、
内
宮
御
神
拝
。
十
三
日
津
迄
御
越
、
先
尾
州

徳
川
三
位
様
、
御
供
加
賀
中
納
言
様
、
外
に
大
名
少
々
。
公
家

ハ
三
条
様
、
四
条
様
頭
分
、
外
ニ
公
家
衆
少
々
。
三
万
人
、
尤

東
京
へ
御
幸
ノ
事
（
（
（

。

３
、
新
時
代
の
到
来

　

万
葉
歌
人
が
「
大
王
は
神
に
し
ま
せ
ば
」
と
、
高
ら
か
に
詠
い
あ

げ
た
神
聖
な
天
皇
観
さ
な
が
ら
、
皇
祖
神
を
崇
め
る
同
床
共
床
と
い

う
精
神
は
、
ま
さ
に
永
遠
の
民
族
理
想
で
あ
る
が
、
古
来
の
神
祇
観

や
天
皇
観
に
も
大
き
な
変
貌
を
来
た
し
た
。
明
治
の
御
代
始
め
、
天

皇
が
大
御
神
に
親
拝
な
さ
り
皇
祖
神
の
照
覧
を
仰
ぎ
つ
つ
、
近
代
国

家
の
確
立
を
め
ざ
し
て
心
血
を
傾
注
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
国
民
も

精
神
の
根
底
に
大
御
神
へ
の
信
頼
を
据
え
な
が
ら
、
国
づ
く
り
社
会

づ
く
り
に
励
ん
で
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
度
会
府
神
祇
曹
長
・
浦
田
長
民
が
建
白
書
に
、
万
姓
を
し

て
報
本
反
始
の
あ
り
か
た
を
教
導
す
べ
き
千
古
の
盛
事
と
道
破
し
た

よ
う
に
、
大
御
神
へ
の
崇
敬
心
を
基
調
と
し
た
君
民
一
体
の
理
想
的

な
国
家
の
す
が
た
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
同
時
に
阪
本
是
丸
著

『
明
治
維
新
と
国
学
者
』
に
、

　

こ
の
親
拝
を
眼
前
に
し
た
亀
井
、
福
羽
、
そ
し
て
文
久
三
年

の
未
完
の
孝
明
天
皇
親
拝
計
画
の
最
高
指
導
者
、
三
条
実
美
の

胸
中
は
い
か
が
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
想
像
す
る
に
余
り
あ
る
。

と
評
し
て
、
今
回
の
御
参
拝
の
企
画
・
立
案
に
つ
い
て
輔
相
・
三
条

実
美
を
は
じ
め
、
神
祇
官
副
知
事
・
亀
井
茲
監
、
同
判
事
・
福
羽
美

静
が
ふ
か
く
関
っ
た
こ
と
を
推
察
し
て
い
る
所
で
あ
る
。

　

し
か
も
吉
川
竜
実
「
明
治
天
皇
の
伊
勢
行
幸
」
に
よ
れ
ば
、
孝
明

天
皇
の
神
宮
行
幸
計
画
に
際
し
て
、
御
巫
清
直
が
作
成
し
た
『
文
久

三
年
勘
文
』
が
下
敷
き
と
な
っ
て
い
る
と
推
考
し
た
の
は
卓
見
で
あ

る
（
（
（

。
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
八
月
、
孝
明
天
皇
の
神
宮
御
参
拝
を

控
え
て
、
上
洛
し
た
清
直
は
藤
波
祭
主
に
対
面
、
往
古
の
斎
王
参
拝

に
准
じ
て
天
皇
の
参
拝
儀
式
を
作
成
す
る
こ
と
を
申
し
上
げ
た
。
十

四
日
ま
で
に
神
宮
使
に
も
諮
っ
て
書
上
げ
た
の
が
、
吉
川
氏
の
い
う

と
お
り
外
宮
分
に
か
ぎ
れ
ば
清
直
作
『
文
久
三
年
勘
文
』
で
あ
り
、

内
宮
分
は
薗
田
守
宣
が
作
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
勘
文
に
よ
れ
ば
勅
使
参
向
の
奉
幣
次
第
に
準
じ
て
、
ま
ず
神

馬
・
官
幣
・
神
宝
・
祭
使
以
下
が
参
進
、
次
い
で
宮
司
・
禰
宜
が
太

玉
串
を
捧
げ
て
す
す
み
、
第
四
御
門
内
に
着
版
。
祭
使
の
宣
命
奏
上
、

太
玉
串
の
奉
奠
に
続
い
て
禰
宜
・
宮
司
が
内
院
に
は
い
り
、
禰
宜
が

正
殿
の
御
扉
を
開
い
て
退
下
す
る
。
こ
こ
ま
で
は
恒
例
次
第
と
変
わ

り
な
い
が
、
こ
の
た
び
の
天
皇
御
参
拝
に
対
応
し
て
、
次
の
よ
う
な

新
た
な
次
第
を
挿
入
し
た
訳
で
あ
る
。

次　

天
皇
入
二

-
御　

内
院
一、
着
二

-

御　

浜
床
一
此
時
奉
レ
啓
二
玉
串
御
門
一
欤
、
然
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則
物
忌
父
等
役
之
者
乎
、
御
下

拝
令
上
レ

奉
レ

置
三

御
太
玉
串
於
二

件　

宸
座
一、

給
二　

官
人
一

出
二

授
一
禰
宜
一、
一
禰
宜
奉
レ

請
賜
レ

捧
頂
上
登

階
、
入
二　

殿
内
一

奉
二

納
于　

神
座
一、
畢
下
レ

階
立
退
、
而
平

伏
奉
二

報
命
一、

次�　

禰
宜
等
参
昇
、
奉
二

納　

官
幣
及　

神
宝
一

畢
、
各
退
下

屈
二

候
于
階
下
一、

次　

天
皇
出
二

御　

内
院
（
（
（

一、

　

即
ち
、
未
刻
（
午
後
二
時
）
に
天
皇
が
御
出
門
、
冠
木
鳥
居
よ
り

筵
道
を
徒
歩
に
て
瑞
垣
御
門
内
に
お
進
み
に
な
り
、
新
た
に
設
け
ら

れ
た
御
浜
床
に
お
け
る
太
玉
串
・
御
拝
。
さ
ら
に
禰
宜
に
よ
る
官

幣
・
神
宝
の
殿
内
奉
納
が
あ
り
、
天
皇
が
内
院
を
出
ら
れ
た
。
ふ
た

た
び
恒
例
次
第
に
戻
っ
て
、
禰
宜
以
下
が
内
院
に
入
る
。
宮
司
の
荷

前
、
禰
宜
の
織
御
衣
が
そ
れ
ぞ
れ
奉
納
さ
れ
て
御
扉
を
閉
じ
、
祭
使

宮
司
以
下
が
一
殿
の
饗
膳
を
囲
み
、
再
び
御
垣
内
に
い
た
っ
て
御
遊

と
な
り
、
よ
う
や
く
第
二
鳥
居
に
お
い
て
祭
使
・
宮
司
が
挨
拶
し
て

儀
式
を
終
え
る
と
い
う
。
こ
の
次
第
が
根
底
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
若

于
修
正
し
た
も
の
が
二
年
の
御
参
拝
に
用
い
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　

次
い
で
、
荒
木
田
氏
命
が
『
明
治
天
皇
神
宮
御
参
拝
行
事
略
記
』

に
「
御
再
興
由
貴
大
御
饌
ニ
順
シ
供
進
」
と
記
す
と
お
り
、
陛
下
御

参
拝
の
事
前
に
お
け
る
御
饌
は
、
三
節
祭
の
由
貴
大
御
饌
に
準
じ
て

奉
仕
さ
れ
、
そ
の
後
に
奉
幣
に
移
る
。
こ
の
次
第
で
注
目
す
べ
き
は

陛
下
の
御
参
拝
位
置
で
、
古
く
斎
王
は
命
婦
・
女
嬬
を
と
も
な
い
内

玉
垣
御
門
内
の
座
席
に
つ
い
た
が
、
天
皇
は
瑞
垣
御
門
内
の
御
浜
床

に
進
ま
れ
る
違
い
は
大
き
い
。
し
か
も
『
明
治
二
年
主
上
御
参
拝
大

御
饌
供
進
次
第
』
に
、
藤
波
氏
命
の
巻
末
附
記
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ

れ
ば
五
年
五
月
の
御
参
拝
で
は
、

太
玉
串
ヲ
被
レ

為
レ

持
、
大
床
ニ
設
有
処
ノ
半
帖
ノ
上
ニ
着
、
御

太
玉
串
ヲ
殿
内
ニ
御
奉
納
被
レ

為
レ

在
、
御
拝
畢
（
（
（

、

と
あ
っ
て
御
拝
座
が
、
二
年
の
瑞
垣
御
門
内
の
御
浜
床
か
ら
、
五
年

に
は
正
殿
大
床
の
半
帖
へ
と
、
参
拝
位
置
が
次
第
に
重
々
し
く
な
っ

て
ゆ
く
過
程
が
看
過
で
き
な
い
。

　

ま
た
『
文
久
三
年
勘
文
』
の
次
第
で
は
、
官
幣
・
神
宝
が
正
殿
に

奉
納
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
、
明
治
二
年
の
御
参
拝

に
は
事
前
に
奉
幣
を
お
こ
な
っ
て
、
陛
下
の
御
参
拝
を
重
々
し
く
独

立
さ
せ
て
取
り
扱
い
、
し
か
も
神
宝
奉
納
は
さ
れ
て
い
な
い
。
想
え

ば
、
こ
の
御
参
拝
を
案
出
し
た
矢
野
玄
道
著
『
献
芹
詹
語
』
の
一
ヶ

条
に
「
御
一
代
一
度
ノ
大
神
宝
使
、
御
興
復
ニ
相
成
候
ハ
、
右
ニ
挙

候
中
ニ
ハ
、
別
ニ
勅
使
ニ
モ
及
申
マ
ジ
ク
哉
ト
モ
奉
レ

存
候
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
容
易
に
実
現
さ
れ
ず
、
大
神
宝
が
神
宮
に
奉

納
さ
れ
る
の
は
、
後
の
四
十
二
年
の
『
登
極
令
』
に
、

第
十
六
条�　

即
位
ノ
礼
及
大
嘗
祭
訖
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
天
皇
・

皇
后
ト
共
ニ
神
宮
・
神
武
天
皇
陵
、
並
前
帝
四
代
ノ

山
陵
ニ
謁
ス
。　

と
規
定
さ
れ
、
大
正
天
皇
の
御
親
謁
に
供
進
さ
れ
た
の
を
嚆
矢
と
す
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る
（
（
（

。
大
礼
後
の
神
宮
御
親
謁
に
あ
た
る
大
正
六
年
十
一
月
四
日
、
外

宮
が
午
前
八
時
、
内
宮
が
午
後
二
時
に
大
神
宝
使
が
差
遣
さ
れ
、
両

宮
毎
に
御
鏡
二
面
・
御
剣
二
振
・
御
玉
二
顆
・
御
弓
八
張
・
御
矢
十

六
筋
・
御
鋒
八
竿
・
御
楯
八
枚
が
そ
れ
ぞ
れ
奉
納
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
同
書
に
「
御
再
興
由
貴
大
御
饌
ニ
順
シ
供
進
」
と
み
え
、

と
り
わ
け
「
御
再
興
」
と
あ
る
の
は
、
幕
末
か
ら
の
「
神
嘗
祭
の
廃

典
再
興
」
に
よ
る
理
想
的
な
御
儀
を
さ
し
て
い
る
。
幕
末
の
廃
典
事

項
を
さ
ま
ざ
ま
に
検
討
し
て
、
よ
う
や
く
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）

の
神
嘗
祭
に
こ
の
成
果
を
盛
り
込
み
、
明
治
四
年
の
神
宮
御
改
正
に

至
る
ま
で
、
わ
ず
か
前
後
七
年
ほ
ど
実
施
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
し

た
が
っ
て
再
興
儀
式
が
明
治
二
年
の
御
参
拝
に
も
晴
れ
や
か
に
み
ら

れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

す
な
わ
ち
、
神
嘗
祭
の
例
幣
と
は
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
九
月

か
ら
中
絶
し
、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
に
勅
使
発
遣
・
官
幣
奉
納

が
再
興
の
運
び
と
な
っ
た
が
、
久
し
く
絶
え
て
い
た
た
め
、
容
易
な

こ
と
で
旧
儀
に
復
す
も
の
で
は
な
い
。
徳
川
期
を
通
じ
て
回
復
へ
の

努
力
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
本
格
的
に
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て

の
時
期
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
ず
神
政
を
つ
か
さ
ど
る
大

神
宮
司
が
荷
前
、
荷
の
初
物
を
神
料
と
し
て
寛
正
年
中
ま
で
進
納
し

て
き
た
絹
糸
が
当
面
の
課
題
と
な
り
、
大
宮
司
か
ら
両
宮
に
対
し
て
、

神
嘗
祭
之
中
、
廃
典
候
荷
前
調
絹
之
儀
、
旧
儀
御
再
興
之
事
。

　
　

別
宮
料
、
追
而
御
沙
汰
之
事
。

と
通
知
し
て
き
た
。
さ
ら
に
由
貴
大
御
饌
の
調
進
物
を
め
ぐ
る
御
料

地
や
職
掌
の
整
備
を
は
じ
め
、
禰
宜
・
大
物
忌
が
奉
織
し
て
き
た
織

御
衣
、
ま
た
式
文
に
み
ら
れ
る
御
鞍
を
置
い
た
御
馬
の
牽
進
、
鳥
名

子
舞
の
曲
譜
・
舞
形
に
至
る
ま
で
次
々
と
検
討
課
題
に
あ
が
り
、
よ

う
や
く
出
揃
っ
た
の
が
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
九
月
の
神
嘗
祭
で

あ
っ
た
。
こ
れ
が
再
興
さ
れ
た
由
貴
大
御
饌
と
奉
幣
で
あ
り
、
官

幣
・
神
宝
・
神
馬
な
ど
が
次
第
書
に
み
ら
れ
る
所
以
で
あ
り
、
明
治

四
年
の
御
改
正
ま
で
短
期
に
か
ぎ
る
御
儀
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
神
宮
明
治
祭
式

１
、
神
宮
御
改
正

　

明
治
四
年
七
月
の
「
神
宮
御
改
正
」
は
、
近
代
国
家
に
相
応
し
く

神
宮
を
改
変
す
る
た
め
、「
神
宮
司
庁
」
の
名
の
も
と
に
両
宮
を
一

本
化
さ
せ
、
世
襲
の
諸
職
掌
を
廃
し
て
新
職
制
を
お
き
、
御
師
の
檀

家
廻
り
や
御
札
配
り
を
停
止
す
る
な
ど
、
改
正
事
項
は
神
宮
の
内
外

に
及
ん
だ
。

　

た
と
え
ば
五
月
に
世
襲
職
を
廃
し
て
祭
主
以
下
、
宮
司
・
禰
宜
・

権
禰
宜
・
主
典
・
権
主
典
・
宮
掌
の
職
制
を
定
め
、
七
月
に
神
宮
司

庁
を
置
き
、
神
宮
文
書
に
押
捺
し
て
き
た
御
政
印
を
廃
し
た
。
同
時

に
御
師
の
檀
廻
配
札
を
廃
止
し
、
内
外
の
情
勢
に
対
処
し
た
。
ま
た
、

そ
れ
と
見
合
う
よ
う
に
祭
儀
面
で
は
五
年
四
月
に
常
典
御
饌
章
程
、
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八
月
に
元
始
祭
、
十
一
月
に
新
嘗
祭
を
新
定
し
、
二
年
三
月
の
祈
年

祭
奉
幣
、
五
年
八
月
の
月
次
祭
奉
幣
、
七
年
六
月
の
神
御
衣
祭
御
料

を
そ
れ
ぞ
れ
再
興
し
た
。
一
方
で
は
四
年
九
月
の
神
嘗
祭
饗
膳
を
廃

止
す
る
な
ど
容
易
に
定
ま
ら
な
か
っ
た
。
な
お
六
年
七
月
に
神
御
衣

祭
を
四
・
九
月
十
四
日
、
神
嘗
祭
を
九
月
十
七
日
に
執
行
す
る
よ
う

取
決
め
た
。
改
暦
後
は
月
遅
れ
で
祭
儀
を
執
り
行
う
の
が
一
般
的
で

あ
り
、
恒
例
祭
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
神
嘗
祭
・
神
御
衣
祭
で
あ
る

た
め
、
古
来
の
祭
月
を
配
慮
し
た
が
、
新
穀
未
熟
に
つ
き
後
に
一
ヶ

月
を
遅
ら
せ
る
に
至
っ
た
。
要
す
る
に
、
こ
れ
ら
改
廃
事
項
を
考
慮

す
る
と
、
国
家
祭
祀
を
重
視
す
る
是
正
方
針
が
透
け
て
見
え
て
く
る

で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
職
制
と
祭
式
と
の
関
係
が
も
っ
と
も
重
い
。
と
り

わ
け
諸
職
掌
の
廃
止
に
よ
っ
て
伝
統
的
な
祭
祀
の
執
行
が
妨
げ
ら
れ
、

秘
儀
に
類
す
る
神
秘
的
な
神
饌
・
御
贄
・
祭
具
・
作
法
に
至
る
ま
で

存
続
で
き
な
か
っ
た
。
加
え
て
六
年
の
新
暦
採
用
に
と
も
な
い
、
三

祭
礼
の
祭
月
変
更
、
と
り
わ
け
神
嘗
祭
で
は
新
穀
が
未
熟
な
た
め
に

困
惑
し
た
。
六
節
供
の
全
廃
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
季
節
感
を
告
げ

る
年
中
行
事
の
骨
格
を
な
し
て
い
た
だ
け
に
、
予
想
外
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
。
し
た
が
っ
て
明
治
の
祭
祀
理
念
に
基
づ
い
た
新
職

制
の
も
と
、
根
本
的
な
旧
祭
儀
の
改
廃
、
新
祭
式
の
策
定
が
不
可
避

な
も
の
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

２
、
明
治
祭
式

　

明
治
五
年
八
月
、
神
宮
司
庁
は
神
嘗
祭
の
祭
式
改
正
を
式
部
寮
、

続
い
て
教
部
省
に
伺
い
で
た
。
七
年
六
月
の
教
部
省
の
示
達
を
仰
ぐ

ま
で
、
幣
帛
の
内
容
や
祭
主
の
所
役
な
ど
協
議
を
重
ね
て
き
た
が
、

言
わ
ば
祭
式
全
般
に
わ
た
る
根
本
方
針
を
模
索
す
る
過
程
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
八
年
十
一
月
、
神
宮
司
庁
は
「
神
宮
明
治
祭
式
」
の
開
版
願

を
内
務
省
に
提
出
、
翌
月
に
は
一
旦
許
可
さ
れ
た
。
巻
頭
に
掲
げ
る

上
表
文
に
、

稽
二

神
典
一

拠
二

朝
儀
ニ一
、
按
シ二
古
伝
ヲ一
捜
シ二
遺
文
ヲ一
、
抜
キ二
精
粋
ヲ
于

繁
蕪
ニ一
、
審
二ニ
シ
テ
真
偽
ヲ一
以
取
捨
ス
、

と
あ
り
、
朝
儀
・
古
伝
・
遺
文
か
ら
再
検
討
を
加
え
た
も
の
と
明
言

し
て
い
る
（
（
（

。
古
く
延
喜
式
に
定
め
ら
れ
た
祭
祀
が
、
古
伝
承
と
し
て

語
ら
れ
る
も
の
、
あ
る
い
は
色
々
な
文
献
に
残
っ
た
も
の
を
基
と
し

て
、
新
時
代
に
応
じ
た
形
を
模
索
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
神
宮

職
制
の
改
訂
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
返
却
さ
れ
、
職
制
の
変

更
な
ど
を
検
討
し
、
よ
う
や
く
十
二
年
は
じ
め
復
納
さ
れ
る
に
い

た
っ
た
。
二
十
巻
か
ら
成
り
、
巻
一
～
四
が
皇
大
神
宮
、
巻
五
が
豊

受
宮
に
分
か
れ
、
巻
六
以
下
が
祝
詞
・
神
饌
・
幣
帛
・
祭
器
な
ど
の

諸
図
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

皇
大
神
宮
之
部

巻
一　

歳
旦
祭
大
御
饌　

元
始
祭
大
御
饌
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巻
二　

�

祈
年
祭
大
御
饌　

紀
元
節
大
御
饌　

祈
年
祭
奉
幣　

神

御
衣
祭
奉
織
始
四
月　

同
鎮
謝
祭
同

　
　
　

風
日
祈
祭
同　

神
御
衣
祭
同

巻
三　

�
興
玉
神
祭
六
月　

御
卜
同　

月
次
祭
由
貴
朝
夕
大
御
饌
同

風
日
祈
祭
七
月

巻
四　

�

神
御
衣
祭
奉
織
始
祭
九
月　

同
鎮
謝
祭
同　

神
御
衣
祭
十
二

月　

御
卜
同　

神
嘗
祭
由
貴
朝
夕
大
御
饌　

同
奉
幣　

天
長
節
大
御
饌　

新
嘗
祭
大
御
饌
・
奉
幣　

興
玉
神
祭

十
二
月　

御
卜
同

　
　
　

月
次
祭
由
貴
朝
夕
大
御
饌
同　

同
奉
幣
同　

　
　
　

�（
附
録
）　

御
饌
一
月
十
一
日　

孝
明
天
皇
遥
拝　

大
祓
一
・
三
月

　

神
武
天
皇
遥
拝　

大
祓
五
・
六
・
八
・
十
・
十
一
・
十
二
月

　

豊
受
宮
之
部　

巻
五　

�

皇
大
神
宮
日
別
朝
夕
大
御
饌　

歳
旦
大
御
饌　

元
始
祭

大
御
饌　

祈
年
祭
大
御
饌　

風
日
祈
祭
四
月　

月
次
祭

由
貴
朝
夕
大
御
饌
六
月　

同
奉
幣
同　
　

風
日
祈
祭
七
月　

神
嘗
祭
由
貴
朝
夕
大
御
饌　

同
奉
幣　

天
長
節
大
御
饌

新
嘗
祭
大
御
饌
・
奉
幣　

月
次
祭
由
貴
大
御
饌
十
二
月　

同
奉
幣
同　
　

　

で
は
ど
の
よ
う
に
改
変
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
由
貴
大
御
饌
は

あ
く
ま
で
も
神
宮
の
立
場
を
尊
重
す
る
方
針
を
つ
ら
ぬ
き
、
国
家
・

皇
室
の
公
的
立
場
か
ら
、
奉
幣
の
儀
を
中
心
に
し
て
三
節
祭
を
検
討

し
た
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
（
（（
（

。

①　

幣
物　
　

�　

慶
応
初
年
に
幣
馬
が
加
え
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ

を
廃
し
て
官
幣
・
荷
前
調
絹
・
織
御
衣
と
し
た
。

②　

幣
帛
読
合�　

従
来
は
玉
串
行
事
所
で
行
な
っ
て
き
た
が
、
こ
れ

を
四
丈
殿
に
移
し
た
。

③　

頒
幣　
　

�　

旧
儀
で
は
別
宮
幣
帛
を
外
幣
殿
、
幣
馬
は
御
厩
、

御
鞍
は
西
宝
殿
に
そ
れ
ぞ
れ
分
納
し
て
い
た
が
、
幣

馬
・
御
鞍
は
廃
止
さ
れ
、
別
宮
幣
帛
の
み
を
四
丈
殿

に
お
け
る
幣
帛
読
合
後
、
別
案
に
据
え
る
。

④　

鬘
木
綿　

�　

旧
儀
で
は
山
向
内
人
が
玉
串
行
事
所
で
進
め
た
が
、

権
禰
宜
以
上
が
斎
館
か
ら
著
け
て
参
進
す
る
。

⑤　

御
扉
開
閉�　

旧
儀
で
は
大
物
忌
が
手
附
初
を
し
、
禰
宜
が
開
閉

扉
す
る
が
、
こ
れ
を
宮
司
の
所
作
に
改
め
た
。　

⑥　

幣
帛
奉
納�　

旧
儀
で
は
禰
宜
・
大
物
忌
が
荷
前
調
絹
・
織
御
衣

を
正
宮
に
、
禰
宜
が
官
幣
を
東
宝
殿
に
納
め
た
が
、

こ
れ
ら
全
て
を
禰
宜
が
正
宮
に
奉
納
す
る
よ
う
に
改

め
た
。　
　
　

⑦　

玉
串
奉
奠�　

旧
儀
で
は
正
殿
開
扉
前
に
行
な
わ
れ
た
が
、
こ
れ

を
閉
扉
後
に
奉
奠
す
る
よ
う
に
し
た
。

３
、
改
廃
事
項

　
『
神
宮
明
治
祭
式
』
は
制
定
当
初
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
惹
起
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し
て
、
大
正
三
年
初
め
に
『
神
宮
祭
祀
令
』
が
勅
令
第
九
号
を
も
っ

て
公
布
さ
れ
る
ま
で
、
祭
式
修
正
の
過
程
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。　

　

明
治
四
年
の
年
頭
、
永
く
神
宮
祭
主
を
世
襲
し
て
き
た
藤
波
家
が

廃
止
さ
れ
、
公
家
や
武
家
の
華
族
が
任
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
八

年
七
月
に
久
邇
宮
朝
彦
親
王
を
祭
主
に
迎
え
て
、『
神
宮
明
治
祭
式
』

に
祭
主
の
所
作
を
も
り
こ
み
、
十
七
年
の
神
宮
職
制
に
そ
の
性
格
を

「
大
御
手
代
」
と
規
定
し
た
こ
と
は
、
皇
祖
神
・
天
照
大
御
神
を
奉

斎
す
べ
き
神
宮
祭
祀
の
核
心
に
か
か
わ
る
重
要
性
を
も
っ
て
い
た
。

し
か
も
九
年
の
祈
年
祭
か
ら
勅
使
の
服
装
・
礼
法
に
つ
い
て
、「
殿

上
之
式
ハ
祭
服
・
坐
礼
、
庭
上
之
式
ハ
大
礼
服
着
用
・
立
礼
之
事
」

と
い
う
原
則
を
も
っ
て
、
祈
年
祭
で
は
諸
員
は
内
玉
垣
御
門
前
に
設

け
る
東
西
幄
舎
内
に
て
着
版
し
、
勅
使
は
椅
子
を
用
い
る
こ
と
に

な
っ
た
。
諸
員
と
勅
使
の
す
が
た
を
見
守
る
と
き
に
、
立
ち
て
祭
文

を
奏
上
し
坐
し
て
祝
詞
を
読
進
す
る
と
い
う
、
不
統
一
な
事
態
が
現

実
の
も
の
と
な
っ
た
。
馴
染
み
の
な
い
祭
典
風
景
に
幾
多
の
論
議
を

よ
ん
だ
が
、
旧
来
の
衣
冠
・
坐
礼
に
復
し
た
の
も
十
七
年
の
こ
と
で

あ
る
。

　

諸
祭
の
祭
場
を
め
ぐ
っ
て
『
神
宮
明
治
祭
式
』
で
は
、
次
の
よ
う

な
諸
点
が
指
摘
で
き
る
。

①�　

御
饌
祭
（
歳
旦
・
元
始
・
祈
年
・
紀
元
節
・
天
長
節
・
新
嘗
・
月
次
・

神
嘗
）
は
内
院
、
奉
幣
祭
（
祈
年
・
月
次
・
神
嘗
・
新
嘗
）
及
び
そ

れ
に
準
ず
る
祭
典
（
神
御
衣
・
風
日
）
は
中
重
に
、
そ
れ
ぞ
れ
著

版
す
る
。

②�　

風
日
祈
祭
を
の
ぞ
く
諸
祭
典
の
御
饌
・
奉
幣
に
は
、
正
殿
を
開

扉
す
る
。

③�　

御
饌
祭
の
奉
奠
位
置
は
、
諸
祭
ひ
と
し
く
正
殿
の
大
床
上
で
あ

る
。
奉
幣
祭
は
勅
使
の
参
向
（
祈
年
・
神
嘗
・
新
嘗
）、
不
参
向
（
月

次
）
を
問
わ
ず
、
幣
帛
を
正
殿
に
奉
納
し
、
そ
れ
に
準
ず
る
神
御

衣
祭
も
同
様
で
あ
る
。

　

神
嘗
祭
式
の
確
定
を
め
ざ
し
て
、
教
部
省
は
左
の
と
お
り
指
示
し

て
い
た
。

　
　
　

祭
主　

三
条
西
季
知

今
般
、
神
嘗
祭
別
冊
式
面
之
通
御
改
定
相
成
候
条
、
祈
年
新
嘗

祭
以
下
祭
式
モ
、
右
ニ
準
拠
奉
仕
可
レ

有
レ

之
、
此
旨
相
違
候
事

　
　
　
　

明
治
七
年
六
月
二
十
日　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
部
大
輔　
　

宍
戸　

璣

　

神
嘗
祭
に
関
連
し
て
新
嘗
祭
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
奉
幣
使
が
初
め

て
発
遣
さ
れ
た
の
は
五
年
十
一
月
か
ら
で
あ
っ
た
。
宮
中
以
下
、
全

国
神
社
で
行
な
わ
れ
る
収
穫
祭
を
皇
祖
神
に
奉
告
す
る
た
め
、
二
十

三
日
に
新
嘗
祭
が
追
加
さ
れ
、『
神
宮
明
治
祭
式
』
巻
四
に
大
御
饌
・

奉
幣
と
も
に
祈
年
祭
に
准
じ
る
祭
儀
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
趣
意
が

神
嘗
祭
と
重
複
す
る
と
も
い
え
る
が
、
恒
例
祭
祀
の
統
一
を
は
か
る

立
場
か
ら
、
収
穫
の
完
済
を
告
げ
る
祭
り
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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お
そ
ら
く
神
嘗
祭
に
準
拠
し
た
次
第
を
も
っ
て
諸
祭
を
奉
仕
す
る

こ
と
が
、
祭
祀
全
般
に
鄭
重
さ
を
尽
く
す
こ
と
で
あ
る
と
思
量
さ
れ

た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
祭
祀
の
鄭
重
さ
を
尽
く
す
と
は
、

全
般
を
格
上
げ
す
る
こ
と
で
な
く
、
そ
の
軽
重
を
計
る
べ
き
で
は
な

か
ろ
う
か
。
二
十
年
四
月
に
久
邇
宮
祭
主
か
ら
宮
内
大
臣
・
伊
藤
博

文
に
正
殿
御
扉
に
つ
い
て
伺
書
が
出
さ
れ
、
翌
月
の
神
御
衣
祭
よ
り

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
方
針
と
は
祈
年
・
神
嘗
・
新
嘗

の
三
祭
で
、
し
か
も
勅
使
参
向
・
幣
帛
奉
納
に
か
ぎ
っ
て
開
閉
扉
す

べ
き
こ
と
で
、
き
わ
め
て
妥
当
な
も
の
で
あ
っ
た
。　
　
　
　

　

と
り
わ
け
近
世
も
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）、
杜
絶
し
て
い
た
神

御
衣
祭
が
再
興
さ
れ
た
が
、
な
お
も
和
衣
・
荒
衣
の
織
立
奉
納
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。
明
治
聖
代
と
な
る
や
、
五
年
よ
り
三
度
に
わ
た
り

御
衣
再
興
方
に
つ
き
教
部
省
に
懇
請
、
よ
う
や
く
七
年
五
月
に
聴
許

さ
れ
た
。
そ
こ
で
神
御
衣
祭
の
大
祭
は
も
と
よ
り
、
神
服
織
・
神
麻

続
両
機
殿
に
お
け
る
御
衣
奉
織
・
同
鎮
謝
を
、
神
宮
司
庁
で
は
中
祭

の
扱
い
を
目
論
ん
で
、
織
機
を
は
じ
め
用
具
に
い
た
る
ま
で
準
備
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
神
宮
の
意
気
込
み
に
か
か
わ
ら
ず
、
刊
本
に
は

神
御
衣
祭
の
附
属
祭
と
さ
れ
、
附
図
か
ら
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

祭
日
に
つ
い
て
は
、
六
年
の
新
暦
改
正
に
と
も
な
い
暦
日
が
改
め

ら
れ
た
が
、
恒
例
祭
き
っ
て
の
重
儀
で
あ
る
神
嘗
祭
は
、
古
来
の
沿

革
に
鑑
み
て
『
神
宮
明
治
祭
式
』
で
も
九
月
十
七
日
が
守
ら
れ
て
い

た
。
孫
福
弘
孚
も
『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
当
時
勤
行
次
第
私
註
』
の

九
月
例
に
、「
同
日
（
十
六
日
）
宵
御
饌
供
進
、
次
瀧
祭
神
態
、
次
桜

宮
神
態
、
次
暁
御
饌
供
進
、
各
同
六
月
十
六
日
当
日
暁
御
饌
者
用
二

新
穀
一

、」

と
あ
り
、
収
穫
祭
の
意
義
を
強
調
し
て
い
る
所
以
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
現
実
的
に
は
新
穀
が
未
成
熟
で
と
と
の
わ
ず
、
や
む
な
く
現

行
通
り
十
月
十
七
日
に
改
訂
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

第
二
十
七
号　

　
　

�

神
嘗
当
日
、
自
今
十
月
十
七
日
ニ
改
定
候
条
、
此
旨
布
告

候
事

　
　
　
　

明
治
十
二
年
七
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
政
大
臣　
　

三
条
実
美

　

ま
た
三
節
祭
や
祈
年
祭
は
「
外
宮
先
祭
」
と
い
う
伝
統
に
し
た

が
っ
て
、
外
宮
に
始
ま
っ
て
内
宮
に
極
ま
る
の
が
古
式
で
あ
る
。
祈

年
・
月
次
・
神
嘗
と
い
う
由
緒
あ
る
祭
儀
は
古
式
ど
お
り
外
宮
先
祭

の
原
則
が
貫
か
れ
、
明
治
に
な
っ
て
始
め
ら
れ
た
祈
年
祭
大
後
饌
・

新
嘗
祭
、
あ
る
い
は
臨
時
奉
幣
祭
・
天
皇
御
親
謁
も
そ
の
例
が
守
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
伝
統
的
な
風
日
祈
祭
や
明
治
新
定
の
元
始
祭
・

紀
元
節
・
天
長
節
も
、
内
宮
の
祭
典
時
刻
が
先
と
な
る
不
統
一
が
起

こ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
統
一
さ
れ
た
の
は
戦
後
も
、
昭
和
二
十
四

年
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

三
、
近
代
の
指
標

　

明
治
天
皇
の
神
宮
参
拝
は
、
そ
の
御
治
世
の
な
か
で
二
年
・
五
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年
・
十
三
年
・
三
十
八
年
と
四
度
な
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
四
ヶ
度
の

御
親
拝
を
顧
み
て
、「
そ
れ
ぞ
れ
明
治
に
お
け
る
草
創
、
前
進
、
進

展
、
興
隆
の
四
時
期
を
代
表
し
象
徴
す
る
も
の
」（
荒
川
久
寿
男
「
明

治
天
皇
の
神
宮
御
参
拝
」）
と
評
し
て
い
る
。

　

神
宮
史
上
、
未
曾
有
の
天
皇
御
親
拝
の
初
例
が
開
か
れ
た
こ
と
は
、

皇
祖
御
崇
敬
の
叡
慮
が
い
か
ば
か
り
篤
か
っ
た
か
、
ま
さ
に
特
筆
す

べ
き
事
柄
で
あ
っ
た
。
二
年
三
月
の
御
参
拝
は
、
百
事
の
草
創
、
清

新
の
気
概
み
な
ぎ
る
慌
し
い
時
節
で
あ
っ
た
。
新
日
本
の
建
設
を
め

ざ
す
大
志
を
、
神
宮
の
大
御
前
に
赴
い
て
、
皇
祖
神
に
奉
告
す
る
た

め
で
あ
っ
た
。
車
駕
が
三
月
十
三
日
に
宇
治
を
発
ち
、
四
日
市
よ
り

熱
田
・
浜
松
・
三
島
・
小
田
原
を
へ
て
二
十
八
日
に
皇
城
に
お
入
り

に
な
ら
れ
た
。
四
月
十
四
日
に
氷
川
神
社
に
奉
幣
使
を
差
遣
さ
れ
、

車
駕
東
幸
・
万
機
親
裁
の
お
も
む
き
を
奉
告
な
さ
っ
た
。
五
月
十
一

日
に
函
館
を
総
攻
撃
し
、
十
七
日
に
は
五
稜
郭
を
開
い
て
よ
う
や
く

蝦
夷
地
を
平
定
す
る
な
ど
、
い
ま
だ
怱
忙
の
最
中
に
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。

　

五
年
五
月
、
第
二
回
目
の
御
参
拝
は
西
幸
で
あ
っ
て
、
品
川
沖
か

ら
御
召
艦
に
よ
っ
て
海
路
を
辿
ら
れ
、
伊
勢
湾
か
ら
二
軒
茶
屋
ま
で

航
行
し
、
陸
路
を
御
馬
で
外
宮
に
向
わ
れ
た
。
幣
物
の
ほ
か
古
例
に

し
た
が
い
、
新
銭
を
奉
納
さ
れ
た
こ
と
も
忘
れ
が
た
い
。
や
が
て
神

宮
・
賢
所
に
お
け
る
御
孝
敬
を
は
じ
め
と
し
て
、
皇
霊
殿
・
神
殿
な

ど
宮
中
三
殿
の
奉
斎
、
社
格
や
勅
祭
社
な
ど
の
神
社
制
度
、
諸
祭
儀

の
復
興
や
新
定
に
い
た
る
ま
で
、
敬
神
を
め
ぐ
る
聖
徳
に
は
感
涙
す

る
ば
か
り
で
あ
る
。
十
三
年
に
も
御
参
拝
は
あ
っ
た
が
、
と
り
わ
け

最
後
の
御
参
拝
と
な
っ
た
三
十
八
年
十
月
、
日
露
戦
役
の
激
闘
が
終

息
し
た
平
和
克
服
の
歓
び
か
ら
、
皇
祖
神
に
奉
告
す
る
た
め
で
あ
っ

た
。
そ
の
折
に
は
御
玉
串
・
御
拝
の
順
序
で
な
く
、「
次　

御
参　

御
告
文
ヲ
奏
シ
給
フ
」
と
あ
っ
て
、
ま
ず
御
玉
串
に
先
だ
っ
て
御
告

文
を
奏
せ
ら
れ
た
。
常
の
神
宮
御
参
拝
に
は
な
い
次
第
順
か
ら
し
て

も
、
万
感
の
想
い
を
こ
め
ら
れ
た
御
様
子
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

さ
ら
に
四
年
七
月
、
内
外
宮
庁
か
ら
神
宮
司
庁
へ
の
組
織
替
え
に

と
も
な
い
、
や
が
て
『
神
宮
明
治
祭
式
』
の
制
定
に
よ
っ
て
現
実
化

す
る
祭
式
改
正
へ
の
動
き
は
、
祭
祀
な
く
し
て
神
宮
の
存
立
基
盤
を

失
う
た
め
、
早
く
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
六
年
頃
の
成
立
と
考
え
ら

れ
る
孫
福
弘
孚
著
『
神
宮
諸
祭
旧
現
対
照
表
』
に
よ
れ
ば
、
諸
行
事

九
一
の
内
、
踏
襲
す
べ
き
古
儀
四
二
に
く
ら
べ
て
、
廃
止
ま
た
は
変

更
し
た
も
の
四
七
と
あ
り
、
過
半
が
改
廃
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

改
廃
の
対
象
と
は
職
制
の
改
正
し
つ
つ
、
神
宮
の
公
的
性
格
を
め

ぐ
っ
て
内
外
の
体
裁
を
整
え
、
名
実
と
も
に
皇
祖
神
を
ま
つ
る
べ
き

祭
祀
を
整
え
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
う
し
た
成
果
が
明
治
祭
式

で
あ
り
、
神
嘗
祭
を
初
め
と
し
て
諸
祭
典
に
検
討
を
重
ね
て
、
刊
本

に
み
ら
れ
る
祭
祀
体
系
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

明
治
祭
式
は
既
に
五
・
六
年
頃
か
ら
の
成
果
を
盛
り
、
十
年
代
か
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ら
そ
れ
以
降
に
祭
式
検
討
を
加
え
つ
つ
、
最
終
的
に
は
大
正
三
年
の

『
神
宮
祭
祀
令
』
に
成
果
を
と
り
纏
め
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
言
う

ま
で
も
な
い
が
、
明
治
祭
式
は
あ
く
ま
で
も
恒
例
祭
が
対
象
で
あ
っ

て
、
二
十
年
毎
の
式
年
遷
宮
は
範
囲
外
の
事
柄
で
あ
る
。

神
宮
崇
敬
の
時
代
気
運
が
高
ま
り
明
治
元
年
十
月
、
神
宮
御
料
と
し

て
米
一
万
石
が
度
会
府
に
下
賜
さ
れ
、
内
宮
に
米
五
千
俵
、
外
宮
に

米
三
千
俵
、
荒
祭
宮
に
米
五
百
俵
が
献
上
さ
れ
た
。
そ
し
て
二
年
の

早
い
時
期
、
御
巫
清
直
が
家
集
に
お
い
て
、
古
代
の
延
喜
式
制
ど
お

り
に
荒
垣
が
復
興
さ
れ
た
歓
び
を
、
次
の
よ
う
に
印
象
ぶ
か
く
詠
ん

で
い
る
。

　
　
　

再
興
せ
ら
れ
る
玉
垣
・
荒
垣
を
あ
ふ
ぎ
み
て

い
に
し
へ
の
よ
に
立
か
へ
る
玉
垣
の
た
ま
た
ま
に
し
も
め
ぐ
り

あ
ふ
か
な（（（
（

　

そ
し
て
九
月
に
は
第
五
十
五
回
の
式
年
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
、
維
新

前
夜
に
お
け
る
造
営
準
備
の
た
め
、
遷
宮
奉
行
の
神
戸
藩
主
が
塗
炭

の
苦
し
み
を
味
わ
っ
た
と
い
う
。
遷
宮
に
限
れ
ば
二
年
・
二
十
二

年
・
四
十
二
年
と
三
回
行
な
わ
れ
、
と
り
わ
け
二
十
年
に
造
神
宮
使

庁
の
官
制
公
布
に
と
も
な
い
、
遷
宮
の
度
毎
に
善
美
の
度
を
増
し
て

い
っ
た
。
し
か
も
臨
時
あ
る
い
は
仮
殿
を
加
え
れ
ば
七
回
に
お
よ
び
、

土
御
門
天
皇
の
四
回
、
高
倉
天
皇
の
六
回
を
上
ま
わ
っ
て
お
り
、
い

か
に
天
皇
に
と
っ
て
遷
宮
に
格
別
な
思
い
入
れ
が
あ
ら
せ
ら
れ
た
か
、

改
め
て
考
え
る
必
要
性
が
あ
ろ
う
。

注（1
）　　

神
宮
考
証
学
の
碩
学
・
御
巫
清
直
は
「
神
宮
行
幸
弁
」（『
神
宮

神
事
考
証
』
中
篇
、
昭
和
十
一
年
、
神
宮
司
庁
刊
）
に
お
い
て
、
天

智
・
天
武
・
持
統
・
聖
武
の
天
皇
が
、
伊
勢
神
宮
に
参
詣
さ
れ
た
か

検
討
し
て
、
歴
史
的
に
そ
の
所
見
な
し
と
論
断
し
て
い
る
。
つ
ま
り

天
智
天
皇
は
『
日
本
書
紀
』
巻
二
十
八
に
よ
れ
ば
、
鈴
鹿
・
阿
閇
に

宿
っ
た
が
、
神
宮
に
参
拝
し
た
痕
跡
は
な
い
。『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』

に
天
武
天
皇
は
即
位
二
年
に
伊
勢
皇
太
神
宮
に
参
詣
し
た
と
あ
る
が
、

同
様
で
あ
る
。『
元
亨
釈
書
』
に
持
統
天
皇
は
六
年
三
月
、
伊
勢
国

か
ら
志
摩
国
へ
と
行
幸
さ
れ
た
が
、
神
宮
参
拝
の
記
録
は
な
い
。『
続

日
本
紀
』
巻
十
三
に
聖
武
天
皇
が
、
関
か
ら
大
神
宮
に
勅
使
を
し
て

奉
幣
さ
せ
ら
れ
た
が
、
御
親
ら
は
行
幸
せ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
。

（
2
）　　

孫
福
弘
孚
著
『
櫟
楽
記
』
巻
六
、
神
宮
文
庫
所
蔵
。

（
3
）　　
『
両
宮
御
参
拝
儀
式
及
御
調
度
品
目
』
明
治
二
年
、
神
宮
文
庫

所
蔵
。
荒
川
久
寿
男
「
明
治
天
皇
の
神
宮
御
参
拝
」（『
神
宮
明
治
百

年
史
』
上
巻
）
に
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）　　
『
久
保
田
俊
詮
雑
誌
』、
神
宮
文
庫
所
蔵
。　

（
5
）　　

吉
川
竜
実
「
明
治
天
皇
の
伊
勢
行
幸
―
明
治
二
年
の
御
参
拝
次

第
を
中
心
と
し
て
―
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
第
二
一

号
、
平
成
九
年
八
月
）
参
照
。
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
好
論

文
で
あ
る
。

（
6
）　　

御
巫
清
直
「
文
久
三
年
勘
文
」、
神
宮
文
庫
所
蔵
。

（
7
）　　

藤
波
氏
命
『
明
治
二
年
主
上
御
参
拝
大
御
饌
供
進
次
第
』、
神

宮
文
庫
所
蔵
。
藤
波
氏
命
の
巻
末
附
記
に
五
年
五
月
の
御
参
拝
に
ふ

れ
て
、
こ
の
よ
う
に
注
記
し
て
い
る
。

（
8
）　　

拙
著
『
神
宮
祭
祀
の
研
究
』
四
、
式
年
・
臨
時
祭
（
平
成
十
九
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年
、
国
書
刊
行
会
刊
）
参
照
。
神
宮
祭
祀
は
恒
例
祭
・
遷
宮
祭
・
臨

時
祭
に
大
別
さ
れ
、
そ
の
臨
時
祭
に
大
礼
後
の
神
宮
親
謁
が
あ
げ
ら

れ
る
。『
登
極
令
』
に
明
文
化
さ
れ
た
新
天
皇
が
神
宮
に
御
参
拝
な

さ
る
「
即
位
礼
及
大
嘗
祭
後
神
宮
御
親
謁
の
儀
」
に
基
づ
い
て
、
大

正
天
皇
の
初
例
が
敢
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
は
今
上
陛
下
に
は
平
成
二

年
十
一
月
二
十
六
～
二
十
八
日
、
こ
の
儀
式
を
挙
行
さ
れ
た
こ
と
が

記
憶
に
新
し
い
。

（
9
）　　

同
書
七
、「
明
治
の
新
祭
式
」
参
照
。

（
10
）　　

外
宮
の
祭
神
を
め
ぐ
る
解
釈
が
問
題
と
な
り
、
五
年
六
月
の
内

宮
別
宮
格
、
七
年
九
月
の
神
道
五
部
書
の
刊
行
停
止
を
へ
て
、
御
神

饌
殿
の
神
座
位
置
が
色
々
に
変
更
し
た
。
よ
う
や
く
四
十
三
年
四
月

の
変
更
で
適
正
な
両
宮
観
で
統
一
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
11
）　　

御
巫
清
直
『
勾
江
破
殻
』
明
治
二
年
、
神
宮
文
庫
所
蔵
。

（
國
學
院
大
學
教
授
）




